
(1) 地域別プランの役割と内容

　「地域別プラン」は，各地域の特性や課題・

魅力を総合的に把握し，身近なまちづくりに

ついての目標やその実現の方向を示すものです．

　地域別プランは，各地域別の懇談会で意見

を出し合い，検討してきたたたき台をもとに

作成しました。

　また，企業が集積している海のまち（臨海部）

については「京浜工業地帯再整備推進地区協

議会」と意見交換しました。

　テーマ別プランを縦糸にたとえるとすれば，

地域別プランは横糸です。相互に関連させな

がら並行して検討を行いました。テーマ別プ

ランのうち，地域に反映すべきものは，懇談

会で議論されなかったことでも書き加えてい

ます。

(2) 地域区分の考え方

　地域区分にあたっては，地形的なまとまり

や市街地の同質性を考慮しました。地区連合

町内会を基本的な単位とし，多様な意見が出

やすく，かつ身近な地域と感じられる範囲を

考慮して，２ないし５の地区連合町内会が１

地域となるように設定しました。

地域別懇談会の様子

3
地域別プラン

はじめに
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3.地域別プラン　はじめに

*地域の番号は，懇談会の開催順序を示しています。

各地域の概要

*人口，世帯数は「町別世帯と人口」（平成13年7月末）による。

地域区分図

臨海地域

④矢向・江が崎・市場地域

②潮田・潮見橋・小野町地域

⑥生麦地域

⑤寺尾地域
③鶴見中央・豊岡地域

①駒岡・末吉地域

 



3.1　駒岡・末吉地域

まちづくりの目標

目標１　鶴見川や丘陵地などの地形と自然を

生かす

　谷戸の農地，森，林，池，川など多様で豊

かな自然があり，生き物や潤いのある風景に

身近に触れることができます。また地域に伝

えられる歴史も多くが自然環境に関わる形で

目にすることができます。

　これらの自然環境は，できるだけ公共性の

高い空間としていくとともに，管理面などで

地域の人々も協力して後世に残していきます。

　その際，地形や植生など土地固有の特徴を

生かし，生態系や水循環などにも配慮してい

きます。

目標２　地区ごとの快適な住環境を確保する

　地形や市街化年代等により土地利用や住民

の年齢・家族構成が異なる様々な地区があり

ます。中には，道が狭く建物が密集するなど

防災上問題のある地区や，異なる土地利用が

混在している地区もあります。

　また総じて身近な公園や連続した歩行空間

の整備が不十分で，特に障害者や高齢者等に

とっては，まちに出づらい環境となっています。

　誰もが安心して暮らしやすいまちとするた

めに，自然や歴史など地域の魅力を生かしつつ，

ユニバーサルデザイン
注１）
の歩行空間や身近な

公園などを整えていきます。さらに，土地利用

の混在のあり方や密集市街地の解消などの課題

に対応した，地区独自のルールを定めるなど，

皆で合意しながらまちづくりを進めていきます。

目標３　地域生活の主軸として，末吉大通り

の利便性を高める

　末吉大通り（鶴見溝ノ口線）は，区内の南

北を結ぶ主要な幹線道路です。地域住民にと

っては鶴見駅への交通や日常の買い物の場と

して重要ですが，交通渋滞や商店街の弱体化

などの問題があります。

　そこで，地域生活の軸として末吉大通りを

見つめ直し，スムーズな道路交通の実現と，

地域の商店街としての活性化を図っていきます。

目標４　地域住民がもっと地域を知り，具体

策を合意していく

　上記のようなまちづくりを進め，生活上の

共通課題を解決していくために，住民相互の

コミュニケーションを活発にしていきます。

また，地域の魅力資源や地域が抱える課題に

ついて，多くの住民が共有できるようにして

いきます。

　その上で，地域の人々が協力して地域の環

境維持や改善に努め，具体的な推進方策につ

いて合意を形成していきます。
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注1　ユニバーサルデザイン
　20ページ参照。
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3.地域別プラン　1 駒岡・末吉地域

地域の特性とまちづくりの方向



実現の方向

目標１　鶴見川や丘陵地などの地形と自然を

生かす

　　　　　　　　　　　　　　　

○三ツ池公園は，地域の広大なシンボル空間

として，自然に親しむ場・運動できる場・

花を鑑賞する場・災害時の避難場所など多

様な空間をしつらえ，様々な活動に対応し

た皆に親しまれる空間とします。

○市内でも自然度の高い池である二ツ池を，

住民が利用できる緑地等として担保し，水

質浄化や池の生態系を維持する仕組みを整

えます。

　また，地域の人々も環境の維持管理に協力

できる体制を検討します。

　公共的な空間として活用するにあたっては，

都市計画道路大田神奈川線を二ツ池と調和

するよう整備します。

○減る一方の斜面林を残すため，「ふれあい

の樹林」等の仕組みを活用するとともに，

管理に携われる市民を増やし，ウグイスな

どの小型の山鳥が生きる自然空間として保

全していきます。

○鶴見川は，さらに水質浄化，環境美化に努

めながら，市民の憩いの空間として，また，

水鳥が生息できる空間として，魅力の増進

を図ります。

目標２　地区ごとの快適な住環境を確保する

　　　　　　　　　　　　　　　

○公共公益施設，商店街，身近な自然のある

場所などへ，高齢者や障害者をはじめ誰も

が無理なく，歩いて行かれる道のネットワ

ークをつくっていきます。

○身近な小さな公園を増やし，利用者が中心

となった管理運営組織をつくるなど，使い

やすく親しみのもてる公園としていきます。

○道が狭く，住宅が密集している地区では，

地区住民に対する意識啓発を図りながらま

ちづくりのルールを検討し，避難路の確保

や耐震改修の実施など防災に配慮したまち

づくりを進めます。

○いすゞ自動車工場跡地については，防災面

や周辺環境に考慮しながら，公園，医療，

福祉等の市民利用施設の立地を検討してい

きます。

○住宅と工場が混在している地区では，お互

いの立場の理解に努めながら住宅と工場が

共存していくための方策を検討し，住環境

や防災に配慮したまちづくりを進めます。
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3.地域別プラン　1 駒岡・末吉地域



目標３　地域生活の主軸として，末吉大通り

の利便性を高める

○末吉大通りでは，交通渋滞の解消をめざして，

路上駐車をなくすなどの対策を強化します。

○バスの利便性向上などによる公共交通利用

の促進や，広域的な交通体系の改善につい

て関係者による検討を行います。

○末吉大通りを中心とした商店街を，高齢者・

障害者が利用しやすく急ぎの時に便利な商

店街とするなど，地域に密着した買い物の

場として活性化を図ります。

目標４　地域住民がもっと地域を知り，具体

策を合意していく

○古道，古墳，神社・仏閣，伝統的なお祭り

など，地域に数多く存在する歴史的資源を

大切に残していきます。相互の結びつきを

強化し，散歩の途中などに立ち寄れるよう

なネットワークを生み出していきます。

○地区センターは「地域の茶の間」として，

また，地域まちづくり活動の拠点として積

極的な活用を図ります。

○地域ケアプラザを中心に福祉・保健活動を

推進するとともに，送迎のしくみを整え，

誰でも気軽に利用できるようにします。

○まちの美化のために，住民自らが行ってき

た公共空間での花壇づくりなど良き伝統を

さらに発展させます。また，豊かな自然環

境を阻害するごみの不法投棄をなくしてい

きます。

○地域でのまちづくり活動を活発化し，多様

な世代やまちづくりに関心のある人々の参

加を促すとともに，住民が責任を持ちつつ

合意形成を図る参加の場と仕組みを生み出

していきます。
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3.地域別プラン　1 駒岡・末吉地域

三ツ池公園



目標１　安心して住み続けられるまちを創り

あげる

　人情あふれる近隣関係をベースにした高齢

者の多いまちであり，助け合いや支え合いな

ど福祉活動が盛んなところです。

　今後，高齢者や小規模世帯が増えると予想

される中で，様々な人が安心して住み続けら

れるまちにするため，下町らしい助け合いの

仕組みを拡げていきます。また，コミュニテ

ィ施設相互を連携し，誰もが使いやすいコミ

ュニティの場づくりを進めます。

　商店街をはじめとするまち全体を子どもか

ら高齢者まで誰でも使いやすいよう再生し，

住宅更新や住み替えを円滑に進めるしくみを

生み出していきます。

目標２　住・商・工が共存する活気あるまち

を再生する

　地区幹線道路などが比較的整い，住宅を中

心に店舗や工場などが混在している地域ですが，

商店街の活性化，まちの防災機能の向上，工

場跡地の土地利用転換などの課題を抱えてい

ます。

　住宅・店舗・工場が共存する活気ある下町

として更新するため，戦災を免れた潮田・本

町通地区を中心に，災害に強いまちづくりや

商店街の整備・活性化を進め，歩行者や自転

車中心の交通環境を整えていきます。工場跡

地などで大規模な土地利用転換が生じる場合

には，地域ニーズや周辺環境との調和に配慮

して適正に誘導します。また，土地利用の転

換が進む海のまちとの間では，飲食・業務サ

ービス，レクリエーション，就業者の居住な

どを通して，連携関係を新しく築きあげてい

きます。

目標３　自然や歴史を大切にし潤いのあるま

ちを育てる

　地域内には，鶴見川などの自然，潮田神社

などの歴史資源，小中学校や高等学校，公園

などの公共空間があり，まちの個性と魅力を

醸し出しています。

　より快適で潤いのあるまちにしていくため，

これらの地域資源を相互に関連づけながら，

川辺の親水まちづくり，ハード・ソフト両面

での歴史資源の継承，公園・学校などの公共

空間での緑化を図ります。

　また，河川の災害時活用など，これらの空

間を災害時にも使えるよう配慮します。

目標４　身近なまちづくりやまちづくろいを

住民主体で進める

　多様な住民やグループなどがまちづくりを

協働で取り組めるよう，自治会・町内会やボ

ランティアグループを中心に，高齢者と若者，

旧住民と集合住宅の新住民，商店街と住民など，

住民相互の交流を一層活発にしていきます。

また商店主や職人を交えた下町的な交流や，

留学生や外国人なども含めた国際色豊かな交

流を一層強めます。

　地域では，ごみの不法投棄，放置自転車な

どの問題を抱えています。美化や自転車・車

利用などのルールづくりを住民間で進め，き

め細かなまちづくり，まちづくろい（維持管理）

を進めていきます。

3.2　潮田・潮見橋・小野町地域

まちづくりの目標
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3.地域別プラン　2 潮田・潮見橋・小野町地域

 地域の特性とまちづくりの方向



目標１　安心して住み続けられるまちを創り

あげる

　　　　　　　　　　　　　　　

〇潮田地域ケアプラザを拠点とする福祉・保

健活動の充実と拡大を図り，地域の様々な

技能を持つ人々やボランティアグループと

自治会・町内会や商店街などが連携して，

下町らしい助け合いの仕組みづくりを実験

的に進めていきます。さらに医療施設や地

域医療システムの充実なども検討します。

〇自治会・町内会館，商店街の空店舗や銭湯

などの施設を対象に，コミュニティスペー

ス（憩いの場）としての活用方法を工夫し

ます。また，様々なコミュニティ施設の連

携と活動の強化を推進します。

〇「潮田・本町通地区」で実験的な取り組み

として，密集市街地の環境改善などにあわ

せて，シルバーリフォーム
注１）
，グループホ

ーム
注２）
づくり，良質な賃貸住宅の確保など

を推進します。その際に，助け合いや交流

が活発な下町の良さを残した，開放的な住

宅づくりを検討します。

　また，高齢者や障害者の住まいについての

相談や情報提供を行う，地域でのしくみづ

くりも進めていきます。

目標２住・商・工が共存する活気あるまちを

再生する

〇下町ならではの高齢者や障害者にも優しい

商店街づくりをめざし，誰もが利用しやす

い施設やサービスのしくみを整え，歩車道

の段差解消を進めていきます。また商店街

の枠組みにとらわれずに，関係者を横につ

なぐ人材を掘り起こし，国際性を活かした

商店街の魅力づくり，活性化を図ります。

〇潮田・本町通地区をはじめとする密集した

市街地では，狭い道路の拡幅，古い建物の

共同建て替えや不燃化，耐震改修の実施，

まちかど広場の設置，防火用水の確保，地

区計画の決定などにより，災害に強いまち

づくりを強力に推進します。

〇鶴見小野駅周辺の工場跡地や鶴見工業高校

移転後の跡地など，大規模な土地利用転換

にあたっては，水辺のネットワーク形成，

オープンスペースの確保，違法駐車・通過

交通対策への配慮，地域の施設ニーズへの

対応など，地域ニーズを反映した土地利用

転換の誘導を検討していきます。

〇隣接した横浜サイエンスフロンティア地区

の就業者をサポートする生活利便施設やサ

ービスなどを検討しつつ，新たな産業・生

活軸である鶴見末広軸の一部としての連携

を図ります。

実現の方向
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3.地域別プラン　2 潮田・潮見橋・小野町地域

注1　シルバーリフォーム
　障害者，高齢者が住みやすいように，手すりの
設置，段差の解消など住宅を改修すること。
注2　グループホーム
　22ページ参照。潮見橋



目標３　自然や歴史を大切にし潤いのあるま

ちを育てる

　　　　　　　　　　　　　　　

〇潮見橋のかけ替えや鶴見川プロムナード・

親水護岸の整備をはじめ，河川水の防災活用，

緑化や花壇づくりと継続的な維持管理，エ

コライフ
注３）
等水にやさしい生活スタイルの

普及など，鶴見川沿いのまちづくりを進め

ていきます。

〇潮田神社等の歴史資源の継承と活用を図る

工夫（案内マップ・冊子・サインなどの作成，

タウンガイドなどで関心を高める活動）を

行います。また，お祭や行事の担い手の拡

大や養成，神社等の広場の活用などを進め

ます。

〇より潤いのある市街地にしていくために，

潮田公園等公園の再整備，学校敷地や道路

沿道での緑化などを精力的に進め，公共空

間の緑化・改善に努めていきます。潮風大

通りなどのバス通りでは，停留所にあわせ

て緑陰を持つ休憩スペースの確保に努めます。

〇鶴見川水際緑道や日東緑地を活かし，緑の

ネットワークを形成するとともに，公共施

設や商店街などをつなぐ歩行者系の道路網

を形成し，歩いて用が足せるまちづくりを

進めます。

目標４　身近かなまちづくりやまちづくろい

を住民主体で進める

　　　　　　　　　　　　　　　

〇在住外国人の多彩さ，国際留学生会館の立地，

沖縄出身者や国際交流グループの多さを活

かして，言語・行事慣習・料理文化等を通

した相互学習や地域との連携を図り，多様

な文化間の交流と相互理解を進めます。

〇まちの美化活動をはじめ，マナーをわきま

えた駐輪・駐車，身の回りの公園・道路に

おける維持管理などの自主的な活動を盛ん

にしながら，お互いが快適に過ごせる住民

間のルールづくりと住民活動の拡大を図り

ます。

〇子どもの生活環境，子育て環境の充実をめ

ざし，小中学校や商店街の空き店舗などを

活用して，青少年や子育て中の母親などの

居場所づくりを先行的に検討します。また，

小中学校と地域の人々の交流・連携を図り，

児童生徒が地域の環境や活動について学ぶ

ことができるようにします。
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3.地域別プラン　2 潮田・潮見橋・小野町地域

注3　エコライフ
　19ページ参照。 鶴見小野駅周辺



目標１　鶴見駅周辺の拠点性を高め，安全

で快適な，移動しやすいまちをつくる

鶴見駅周辺は，区内最大の交通拠点であり，

また業務・商業施設や公共施設が集中する

場所として多くの市民が利用しています。

地域の生活拠点として，また鶴見区の中

心拠点，横浜市の副都心として，都市機能

の一層の充実を図っていきます。また，歩

行者，自転車，バス，タクシー，自家用車

など，それぞれでの移動を，誰もが安全，

快適にできるような環境を整えていきます。

目標2　地域の資源を生かし，魅力的なまち

をつくる

　地域には，鶴見川や既存の緑地などの自

然資源や，総持寺，花月園などの歴史的・

文化的資源があり，地域を特徴づけています。

　これらの魅力的な資源を地域のシンボル

として活用していきます。さらに，相互に

ネットワークさせながら，まちの中に緑や

花を増やし，うるおいのあるまちなみを創

り出していきます。

目標3　身近な商店街や地域施設を充実し，

暮らしやすいまちをつくる

　鶴見駅周辺には，古くから豊岡，佃野，鶴

見銀座（ベルロード）などの商店街や様々な

公共施設が立地しています。

　便利で暮らしやすいまちとしていくために，

商店街は，地域の個性を生かしながら活性化

するとともに，地域住民にとって身近で親し

みある賑やかさを創り出していきます。また，

市民利用施設は駅東西のバランスを考慮した

整備や，利用者のニーズを踏まえた施設の充

実・機能更新を進めます。

目標4　快適で美しい都市環境をつくり，維

持する

　鶴見駅周辺では，放置自転車やごみ，看板

などによる環境の悪化が課題となっています。

　ごみのない明るい環境づくりや放置自転車

・看板対策など，市民のマナーの向上やルー

ルづくりを具体的に進める必要があります。

そのため，広範囲な住民の参加による「統一

美化清掃」の定着，「鶴見西口オープンカフ

ェ協議会」，「東口中央通りに花を飾る会」

の継続と発展，放置自転車やポイ捨てに関す

る啓発，広告物に関するルール化を検討しま

す。

　あわせて彫刻・サイン等をきれいに維持す

る仕組みづくりを検討し，課題の解決を図っ

ていきます。

 

3.3　鶴見中央・豊岡地域

まちづくりの目標　
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鶴見西口オープンカフェ
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 地域の特性とまちづくりの方向

3.地域別プラン　3 鶴見中央・豊岡地域



実現の方向
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3.地域別プラン　3 鶴見中央・豊岡地域

注1　ユニバーサルデザイン
　20ページ参照。

目標２　地域の資源を生かし，魅力的なま
ちをつくる
　　　　　　　　　　　　　　　

○斜面緑地や社寺林，住宅や工場の緑など

現在ある緑を守ると同時に，公園や通り

を緑化し花を植えるなど，まちに緑を増

やし，地域で守り育てていきます。また，

眺めるだけでなく，市民が利用できる緑

地の拡大に努めていきます。

○鶴見川は地域のシンボルとして，住民の

憩いの場にしていきます。このため，川

沿いの遊歩道，公園，宅地などは自然を

生かした整備を行い，緑を増やすとともに，

川へ出やすい道路や連続した遊歩道を整

備していきます。

○旧東海道，諏訪坂，ぼてふり地蔵，弁天池，

花月園，総持寺など，地域の歴史的・文

化的資源を魅力的な空間としてまちづく

りに生かします。これらの資源，鶴見川

や丘のまちの自然空間，商店街などを結び，

楽しく歩き回れるまちにします。

○総持寺の空間・施設・行事などを地域の

資源として生かすため，総持寺と地域と

の交流を図るイベントを行います。

目標１　鶴見駅周辺の拠点性を高め，安全
で快適な，移動しやすいまちをつくる　
　　　　　　　　　　　　　　

○鶴見駅周辺の再整備を進め，業務・商業・

サービス・文化・集会などの都市機能を

高めるとともに，ゆとりとうるおいのあ

る空間をつくり出し，横浜市の副都心に

ふさわしいまちづくりを進めます。

○鉄道による分断を解消するために，鶴見

駅の東西自由連絡路や総持寺跨線橋の改

善を検討し，あわせて，ＪＲ鶴見駅と京

急鶴見駅の連絡を強化します。

○親しみやすい道路名称・標識などによっ

てわかりやすいまちにするとともに，高

齢者や障害者も安全・快適に歩行できる

ユニバーサルデザイン
注１）
の歩行環境をつ

くります。

○豊岡通りや鶴見溝ノ口線のＪＲ高架下な

どを含む，駅周辺の道路ネットワークづ

くりを進めます。豊岡通りについては，

商店街と都市計画道路の整備のあり方に

ついて検討を進めます。また，交通規制

等を含めて渋滞の解消，バス交通の利便

性の向上をめざします。

○ＪＲ鶴見駅への中距離電車の停車や横浜

環状鉄道（シティループ）の導入，さら

に京急鶴見駅への特急停車などにより鶴

見駅のターミナル性を高めていきます。

○新しい研究開発型の産業拠点となる海の

まち（臨海部）と連携して，その玄関口

である鶴見駅周辺に新産業の核づくりを

進めます。

　　また，鶴見二，三丁目の工場と住宅が

混在した地区では，鶴見駅周辺との関連

を考慮して，まちづくりのあり方を検討

します。
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3.地域別プラン　3 鶴見中央・豊岡地域 

注2　コミュニティビジネス
　26ページ参照。

目標３　身近な商店街や地域施設を充実し，
暮らしやすいまちをつくる

○豊岡，佃野，ベルロードなどの商店街は，

消費者ニーズにあったサービスの向上と各

個店の個性が輝く魅力づくりで活性化を図

ります。さらに商店街が買い物の場だけで

なく，地域住民のための公共的空間そして

生活の場としての役割を果たしていきます。

○既存の公共施設や自治会・町内会館は利用

者ニーズに沿った柔軟な運営と機能の充実

を図ります。

目標４　快適で美しい都市環境をつくり，
維持する
　　　　　　　　　　　　　　　

○駅前広場や公園などの美化とイメージア

ップを図るため，利用や管理についての

ルールを検討します。また，清掃や花壇

の手入れ，放置自転車対策，西口モール

で展開している「鶴見西口オープンカフェ」

（イベントや憩いの場づくり）や「東口

中央通りに花を飾る会」（街路空間の飾花）

などの活動を継続します。そのため，活

動の主体となる事業者（企業，商店等）

や住民が相互に協力できる仕組みづくりや，

このような活動をコーディネート出きる

人材・組織の育成を図ります。

○「鶴見西口オープンカフェ」，

「東口中央通りに花を飾る会」

などの活動を通して，自治会・

町内会，商店街，企業，学校，

�ボランティア，市民グループ

など，地域に関わる様々な人

や組織の交流を広げます。さ

らに，まちづくりにこれらの

人や組織の参加を促し，まち

づくり情報の共有化を図り，

地域の課題解決に向けて話し

合い，協力していきます。

○まちづくりや福祉に関連した市

民のボランティア活動やコミュ

ニティビジネス
注２）
，高齢者や

障害者の社会参加等を活性化

していくための環境づくりを

進めます。

鶴見駅周辺地区整備の考え方



目標1　鉄道や川で分断された地域の一体性

を高め，生活の利便性を高める

　地域の北部（矢向・江ヶ崎・尻手）は，鶴

見川と川崎市境に挟まれ，さらに地域内を南

北に帯状に走る操車場跡地・ＪＲ横須賀線，

それと平行して走るＪＲ南武線があります。

　また地域の南部（市場・元宮・平安）は，

北部と同様鶴見川と川崎市境に挟まれ，さら

に地域の東西方向にＪＲ東海道線・京浜東北線，

及び京浜急行線が走っています。

　両地区は鉄道の走行本数が多く，踏切によ

る通路は閉鎖していることが多いため，地域

が分断されています。

　通学・買い物等日常的な暮らしの利便性を

高めるとともに，地域間の交流を促進し地域

の活力を生み出していくため，地域内を連絡

する幹線・地区幹線道路網や歩行者用通路，

鉄道の横断箇所の整備，改善につとめ，分断

された地域の一体性を高めていきます。

目標2　地域施設の充実や改善をすすめ，安

全で住みやすいまちにする

　南北道路の不足による道路渋滞が著しく，

住宅地内の狭く歩道もない道路に，産業用車

両をはじめとする通過交通が流入しています。

　このため，安心して歩ける生活道路への改

善と，狭い道路が多い地区の防災対策を進め

ていきます。

　市場・元宮地区では，地域の分断も手伝って，

区民利用施設の利用が不便になっています。

既存施設の機能の多様化なども含めて充実し

いきます。

　地域内の商店街は，安くて便利な商店街と

して活性化を図ります。

目標3　公園や緑，地域の広場を充実する

　鶴見川沿いの産業を中心として発展したま

ちであることも手伝って，公園等のオープン

スペースや緑が少なく，同時に，住宅地の密

度も総じて高くなっています。

　潤いのある住環境を整えていくために，公

園やポケットパーク等，身近なオープンスペ

ースの充実・活用を図ると同時に，鶴見川を

オープンスペースとして活用していきます。

目標4　住民相互のコミュニケーションを活

発にし，地域の歴史を活かしながら，まち

をきれいに使っていく

　下町的な人間関係の良さが残っている一方で，

近年集合住宅も多く建ち始めています。新旧

住民あるいは世代間のコミュニケーションを

図りながら，まちづくりを進めていきます。

　快適で暮らしやすく，活気のあるまちづく

りを進めるため，この地域に残された歴史的

資源をまちづくりに活かしていきます。

　まちをきれいに使っていくため，ごみの不

法投棄の防止を図ると同時に，花壇づくり等，

まちをきれいに使うための運動を広げていき

ます。

3.4　矢向・江ヶ崎・市場地域

まちづくりの目標
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3.地域別プラン　4 矢向・江ヶ崎・市場地域

  地域の特性とまちづくりの方向



目標１　鉄道や川で分断された地域の一体性
を高め，生活の利便性を高める　　　　　
　　　　　　　　　　

○操車場跡地の再整備を進める中で，人道橋

の整備や既存跨線橋の改善など，矢向・江

ヶ崎地区がより一体化できる方法を，地元

の意見を踏まえて検討します。

○JR南武線で東西に分かれたまちの連絡強化と，

東海道線・京浜東北線・京急線などの鉄道

で南北に分かれたまちの連絡強化を図ります。

このため，踏切等の改善，開かずの踏切の

解消，立体化，隧道の拡幅などの方策を検

討します。

○鶴見川両岸の往来をしやすくするため，末

吉橋・新鶴見橋間の水道橋の改修を検討す

るとともに，末吉橋の架替えにあたっては，

歩道の改善を推進します。

　また，広域避難場所である三ツ池公園への

避難ルートが不十分なため，安全な避難場

所の確保について，川崎市との相互連携も

考慮に入れながら検討を進めます。

○鶴見区心部への交通手段，災害時の物資輸

送手段，また観光資源として，水上バス等

による鶴見川の交通利用の検討を進めます。

○矢向・江ヶ崎地区から新川崎駅，鶴見駅，

市場地区等へのバス便の改善を図ります。

各地区を結ぶ小型バス路線について関係者

による検討を行います。あわせて，バスで

鶴見駅へ行きやすくするため，必要な道路

の改良を実施します。

○地域内の都市計画道路等の整備を進めるに

当たっては，影響の大きい商店街と連携を

取りながら，柔軟に進めます。

目標２　地域施設の充実や改善をすすめ，安
全で住みやすいまちにする　　　　　　　
　　　　　　　　

○古くからの住宅地では狭い道路が多く，し

かも，通過交通が多く進入してきます。歩

行者が安心して歩ける生活道路の整備を進

めると同時に，道路が狭い地区の防災対策

の検討を進めます。

○集会等に利用できる地域施設の充実と同時に，

既存施設の活用や川崎市との相互連携によ

る施設の活用を検討し，鉄道による地域の

分断に配慮しながら，身近な地域施設の充

実を図ります。

○地域ニーズに合った商品を安く提供するな

ど地域生活に便利な商店街として，身近な

商店街の活性化を図ります。また，地域の

福祉活動との連携を図りながら配達サービ

スや配食サービスなども推進していきます。

○操車場跡地には，小学校，公園，病院，特

別養護老人ホーム等が立地しており，今後

も市民利用施設の集積地としていきます。

実現の方向
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3.地域別プラン　4 矢向・江ヶ崎・市場地域



目標３　公園や緑，地域の広場を充実する

　　　　　　　　　　　　　　　

○乳幼児の子育て場所として利用しやすい街

区公園やポケットパークを充実すると同時に，

利用者の声を反映した公園のリフォームを

進めます。

　また，操車場跡地のオープンスペースを活

用しやすいようにするため，歩行者ネット

ワークを充実していきます。

○鶴見川をオープンスペースとして活用する

と同時に，川へのアクセス路の整備の検討

を進めます。

目標４　住民相互のコミュニケーションを活

発にし，地域の歴史を活かしながら，まち

をきれいに使っていく

　　　　　　　　　　　　　　　

○新しく集合住宅に入居した人や仕事をもっ

ている人など，多様な人々が地域に関われ

るしくみづくりを進め，地域コミュニケー

ションを活発にします。また，学校の課外

活動を通して青少年と地域のコミュニケー

ションを活発にします。

○矢向地区の寺町や市場の旧東海道筋などに

残された歴史的資源を継承，活用し，落ち

着いたまちなみを活かすとともに，夏祭り

などの行事を通じて地域の活性化を進めます。

○工場が多い地区に集合住宅等の立地が進行

しているところもあります。望ましい共存

のあり方やまちなみのルールを検討してい

きます。

○ごみ不法投棄対策や未利用地・資材置き場

等の適切な管理について地域で検討を進め

ます。また，まちかど花壇づくりを推進す

る等，まちを明るくきれいに使っていきます。
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3.地域別プラン　4 矢向・江ヶ崎・市場地域

操車場跡地



目標１　丘陵地の緑などの自然や歴史資源を

生かす

　入り組んだ谷戸，斜面，台地により構成さ

れる多様な地形のなかに樹林地や池・湧水など，

区内で最も自然が残されている地域です。

　また，区内で唯一の市街化調整区域があり，

そこには，農村的な景観が残されています。

寺社や史跡などの歴史資源，赤門公園，花木

園や獅子が谷市民の森などの緑を生かした公

園緑地，身近に自然が感じられる散歩道もあ

ります。

　これらの自然や歴史資源を大切に守り，育

てていくため，地域の人々への情報提供を行

い自然への関心を高めるとともに，地域の人々

と協力して緑や歴史資源の保全，活用，管理

を行っていきます。

目標2　多様な地形の特徴を生かした魅力的な

住環境をつくる

　丘陵地などの自然や見晴らしの良い景観に

恵まれた良好な住環境を守り，より魅力的な

環境としていくことが求められます。

　一方，狭い道路が多く，緊急車両の通行に

際し，難しい場所が多い地域でもあります。

　このため，地区や街区ごとに景観について

のルールづくりを検討するとともに，住宅地

内の狭あいな道路の改善を図ります。

　また，快適に散歩が楽しめるルートを検討

するとともに，点在する小公園を憩いの場と

して改善していきます。

目標3　マイカーに頼らないまちとしての利便

性を高める

　複雑な地形上に市街地が発展したため，主

な移動手段は，徒歩とバスによっています。

また，商店街や店舗の数が少なく，暮らしに

必要な地域施設に行きにくい場所もあります。

　このため，バス交通の利便性を高めるとと

もに，バス通りなどの主要な道路の改善を図

ります。

　また，高齢者や障害者などが外出しやすい

環境づくりを行うとともに，生活福祉サービ

ス
注１）
の充実を図ります。

目標4　皆で楽しみながら生活できるまちをつ

くる

　自然や歴史的環境に恵まれた静かな住宅地

として，暮らしやすいまちといえます。

　こうした環境資源を生かして自然観察や地

域の行事などを皆で楽しむ中で，様々な世代

の居場所づくりや住民相互の交流を図り，地

域環境の維持管理や地域の課題解決へ向けて，

みんなで考え，協力していきます。

3.5　寺尾地域

まちづくりの目標
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注1　生活福祉サービス
　22ページ参照。

獅子ヶ谷付近の住宅地と緑
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3.地域別プラン　5 寺尾地域

 地域の特性とまちづくりの方向



目標１　丘陵地の緑などの自然や歴史資源を

生かす

　　　　　　　　　　　　　　　

○地域を特徴づける樹林地や池・湧水など残

されている自然への関心を高め，保存の仕

組みを検討します。また，住民による管理

や緑化を推進し，大切に守り育て，活用し

ていきます。

○市内でも自然度の高い池である二ツ池を，

住民が利用できる緑地等として担保し，水

質浄化や池の生態系を維持する仕組みを整

えます。

　また，地域の人々も環境の維持管理に協力

できる体制を検討します。

　公共的な空間として活用するにあたっては，

都市計画道路大田神奈川線を二ツ池と調和

するよう整備します。

○地域の自然環境と一体となった横溝屋敷，

神社・仏閣，史跡，遺跡，古道，昔の地名

などの歴史的・文化的資源への関心を高め，

身近に親しむことができるよう活用してい

きます。

目標２　多様な地形の特徴を生かした魅力的

な住環境をつくる　　　　　　　　　　　

　　　　

○地域の自然空間や歴史的空間，ランドマー

クとなる場所や見晴らしの良い場所などを

結ぶ散策ルートを設定し，サインや休憩所

を整備していきます。

○多様な地形と緑や湧水に特徴づけられた住

宅地や田園の環境を守るとともに，地域ぐ

るみでの緑化や景観のルールづくりなど魅

力あるまちなみをつくりだすための活動を

行っていきます。

○狭く入り組んだ住宅地の狭あい道路の拡幅

を進めるとともに，交通規制などによる通

行の安全確保や防災対策を図ります。

　また，急坂へのてすりの設置や段差の解消

など高齢者や障害者も外出しやすく，安心

して生活できる住環境をつくっていきます。

○地域内の小公園は，子どもや高齢者など様々

な年代の人々が楽しく過ごせるようにして

いきます。個々の公園に特性を持たせて魅

力的で利用しやすい公園として再生すると

ともに，地域の人々による管理運営に皆で

協力していきます。

○横浜環状北線をはじめとする都市計画道路

の整備にあたっては，住民への情報提供や

住民意向の把握に努め，住民の利便性・安

全性の向上や住環境・自然環境への影響に

十分配慮していきます。

実現の方向
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3.地域別プラン　5 寺尾地域

横溝屋敷



目標３　マイカーに頼らないまちとしての利

便性を高める
　　　　　　　　　　　　　　

○地域内外への交通手段として，既存バス路

線の充実や，地域と連携した小型バスによ

る循環路線の新設などを検討し，バス交通

の利便性を高めるとともに，地域の玄関口

としてのバス停留所の利便性向上に向け，

関係者による検討を行います。

○バス通り等の主要な道路の歩道などの改善

を図るとともに，路上駐輪・駐車対策や自

転車の通行ルールを検討し，歩行者，自転

車の安全な通行や車の渋滞の解消をめざし

ます。

○事業者による小型・中型バスなどの交通手

段の確保や送迎バスの充実，歩行空間のユ

ニバーサルデザイン
注２）
化など，高齢者・障

害者などが移動しやすい環境づくりを推進

します。また，配達・出前・巡回サービス

など，住宅地への生活福祉サービスの充実

を図ります。

目標４　皆で楽しみながら生活できるまちを

つくる

○福祉施設，地区センター，ログハウス，自

治会・町内会館，小公園などの整備・充実，

学校施設の開放を図ります。これらの場を

活用し，防災の拠点，集会・交流の場，子

どもの居場所や活動・運動の場を確保して

いきます。施設運営には地域や学校等が連

携して，利用者の声を反映したしくみや体

制をつくります。

○地域行事の活性化や子どもたちへの文化の

伝承などを通じて，ふるさとと思えるまち

にしていきます。

○高齢者，子ども，障害者を含む多様な住民

同士の相互交流を活発にし，お互いに気軽

に声を掛け，助け合うことのできるコミュ

ニティをつくります。また，さまざまなま

ちづくり活動の連携を深め，子どもも含め

て誰でも気軽に参加できる活動や組織のあ

り方や，地域での情報提供，情報交換のし

くみを工夫していきます。

○地域の組織や住民グループ，学校などが連携，

協力して地域の清掃・美化活動やマナーの

向上に取り組み，ごみのないきれいなまち

をつくっていきます。

59

3.地域別プラン　5 寺尾地域

注2　ユニバーサルデザイン
　20ページ参照花木園



目標１　自然・歴史・文化等の地域固有の資

源を生かしてうるおいのあるまちに育てる

　鶴見川・入江川，旧東海道，魚河岸界隈，

総持寺・松蔭寺・安養寺・白幡神社・杉山神

社等の寺社，岸谷公園，東寺尾ふれあいの樹

林等の緑地があります。

　また，鶴見大学・横浜商科大学・法政大学

女子高校などの教育施設は町の個性と魅力の

要素となっています。

　より快適でうるおいのあるまちに育ててい

くために，それぞれの資源の環境整備や新し

い資源の創造を進めるとともに，これらの資

源を相互に関連づけながら，地域の公園・学

校等の公共空間の緑化・改善，散策路ネット

ワークの形成を進めていきます。

　

目標２　環境に配慮した安全で快適な交通環

境をつくる

　国道１号，国道15号，JR及び京浜急行の交

通幹線が横断しており，南北に地域を分断す

る要素となっています。

　南北の行き来をしやすくするとともに，居

住環境の改善・向上，歩行者に優しい生活道

路への改善，地域商店街の活性化等とあわせて，

安全で快適な交通環境を整備していく必要が

あります。

　このため，バス通り，駅周辺や商店街を中

心に，歩行者の安全性・快適性を向上させる

など道路空間の改善を進めていきます。

　また，横浜環状北線，岸谷生麦線や岸谷線

などの都市計画道路の整備にあたっては，事

業計画の情報提供に努めます。さらに，歩行

者の安全性・利便性や，大気汚染・騒音・振

動等の環境対策に十分に配慮します。

目標３　地区ごとの快適な住環境を形成して

いく

　地形や幹線道路網の整備，市街化の歴史な

どにより，土地利用が異なり，さまざまな環

境を持つに至っています。

　そこで，誰もが快適に暮らせるまちとする

ために，地区の魅力資源を活かしつつ，土地

利用のあり方，幹線道路沿いの住宅地のあり方，

密集市街地など防災上問題のある地区の改善

などについて，地区独自のルールを定めるなど，

皆で合意しながらまちづくりを進めます。

目標４　住民主体で地域コミュニティを維持回

復し，安心して住み続けられるまちにする

　今後，高齢者や小規模世帯の増加等が予想

される中で，様々な人が安心して住み続けら

れるまちにするため，住民活動の拠点の整備

を進めます。

　自治会・町内会や地域活動グループを中心

に住民相互の交流やまちの点検活動を始め，

地域防災，地域福祉，まちの美化活動など住

民主体できめ細かなまちづくりとまちづくろ

い（維持管理）を進めていきます。

3.6　生麦地域

まちづくりの目標　
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貝殻浜
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3.地域別プラン　6 生麦地域

地域の特性とまちづくりの方向



目標１　自然・歴史・文化等の地域固有の資

源を生かしてうるおいのあるまちに育てる
　　　　　　　　　　　　　　　

○鶴見川プロムナード，親水護岸の整備，河

口の干潟（貝殻浜）の保全，川辺の自然回復，

川に沿ったまちづくり区域を設定しての景

観誘導など，鶴見川沿いのまちづくりを推

進します。また，鶴見川を使った地域環境

学習活動の促進や，エコライフ
注１）
等水にや

さしい生活スタイルの普及を図ります。�

　水上バス交通など，鶴見川の積極的な活用

の方法についても検討をすすめます。

○生麦事件碑等の史跡，鶴見線国道駅舎など

の保全または活用を図るとともに，魚河岸

らしい界隈空間づくりを行い，活性化を図

ります。旧東海道の歴史を感じさせる歩行

空間を整備し，博物館を併設したビール工

場や公園など新しい魅力資源ともネットワ

ークする散策ルートをつくっていきます。

○まちの歴史や資源を知り地域の環境を学習

する活動を促進します。さらに，お祭り・

行事の活性化や復元・創造（蛇も蚊も祭り，

慶岸寺放生会，水神宮乗り初めなど）等ま

ちを活性化する試みを進めます。

○岸谷公園・白幡公園等公園の再整備，日産

跡地のオープンスペースとしての利用など，

緑を守り育てる取り組みを進めます。

　また，鶴見大学・横浜商科大学キャンパス

や小・中学校，高校等の公共施設の敷地緑化，

地域とのつながりの強化を図ります。長期

的には花月園の地域活用などについても検

討を進めます。

目標２　環境に配慮した安全で快適な交通環

境をつくる
　　　　　　　　　　　　　　　
○生麦駅，花月園前駅周辺の歩行者交通環境

の改善整備を図ります。具体的には，雨の

日も傘がぶつからず，乳母車・車椅子・自

転車も通行できる跨線橋の整備，バス・タ

クシーの寄り付ける駅前広場の整備，駅前

商店街の歩行環境の改善（歩行者天国，建

物のセットバックなど）などについて検討

をすすめます。�

○バス通りを中心とした道路は，歩行空間の

ユニバーサルデザイン
注２）
化を推進します。

ベンチ，トイレの設置や，バス停周りの環

境改善，商店街のセットバック協定などに

よる歩行環境の改善などを進めます。

　また，違法駐車・放置自転車，置き看板等

の撤去など，地域ぐるみの歩行環境の改善，

管理活動を推進します。

　狭い通りに合わせた小型バスの運行につい

ても検討します。

○都市計画道路の整備・改善にあたっては，

歩行者の安全性・利便性や，騒音・振動等

の環境対策へ十分配慮します。また既存の

生活道路については，歩道を確保したり，

大型の通過車両の流入や夜間の通過交通を

規制するなど，安全対策，環境対策を進め

ます。

実現の方向

62

3.地域別プラン　6 生麦地域

注1　エコライフ
　19ページ参照。

注2　ユニバーサルデザイン
　20ページ参照。



目標３　地区ごとの快適な住環境を形成して

いく

○生麦地区は，木造住宅の不燃化・耐震化を

促進し，狭い道路の拡幅を推進するとともに，

防災の拠点となる防災公園と市街地を連絡

する避難路を確保していきます。

　市街地の更新・改善にあたっては，生活環

境に配慮しながら海のまち（臨海部）の再

整備との連携を図ります。

○岸谷地区，寺尾地区などの丘陵部では，社

寺林，斜面緑地，市街化農地等の保全と活用，

由緒ある坂道や眺望の良い場所の修景保全，

宅地の緑化推進などをすすめ，うるおいの

あるまちづくりをすすめます。

　

○国道15号沿道など，今後都市計画道路の整

備が予定される地区では，土地の高度利用

を図るとともに，オープンスペースや公園

の確保，緑化の推進を検討していきます。

○防災に配慮したまちづくりを推進するため，

必要に応じ公園等にも防災設備を整えます。

　また，地域ごとの日頃の防災訓練を促進す

るとともに，ブロック塀の生け垣転換や門

灯設置などの申し合わせによる生活道路の

安全性向上をすすめます。

○住民の生活圏や国道・鉄道による地域分断

を考慮した広域避難場所の再配置について

検討します。

目標４　住民主体で地域コミュニティを維持回

復し，安心して住み続けられるまちにする

　　　　　　　　　　　　　　　

○国道や鉄道で分断された地域特性を考慮し，

岸谷・東寺尾地区へのコミュニティ施設，

生麦地区への地域ケアプラザ等の施設の配

置を推進し，これらの施設を拠点とする交

流活動・福祉助け合い活動の拡大を促進す

るなど，地域の交流と助け合いの仕組みを

広げていきます。

　

○ごみ集積場所等を地域できれいにするしく

みや道路や公園の里親管理制度の導入など

美化活動の推進，地域ぐるみの斜面緑地等

の維持管理の組織化など，まちの美化や使

い方に対するマナー・ルールづくりと住民

活動を広げていきます。
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蛇も蚊も祭



目標１　新たな産業空間としての再整備を進
める

　鶴見は京浜工業地帯の中核として発展して

きましたが，産業構造の変化にともなって海

のまち（臨海部）の機能や役割も変わりつつ

あります。大規模な工場跡地の発生等，土地

利用の低・未利用化が進行しています。

　海のまちの一部はゲノム科学総合研究セン

ターをはじめとする研究開発機能を中心とした，

新しい産業ゾーン（横浜サイエンスフロンテ

ィア地区）として再編されようとしています。

　今後はこうした研究開発機能と関連し，既

存産業の高度化や新産業の集積により，国際

競争力のある新たな産業空間として再整備を

図っていきます。

目標２　住民に開かれた地域としての活用を
図っていく

　海のまちは大部分が企業の所有地で，就業

の場であるものの，住民にとって，身近な地

域とはいえませんでした。しかし，既に企業

等の演示施設
注1）
や展示施設が立地しています。

　地域の再整備にあたっては，住民の生活と

産業活動が調和する地域として，都市的諸機

能の集積を図りつつ，開かれた産業空間として，

既成市街地と連携した市街地の形成の形成を

図ります。

　また，レクリエーションの場としても活用

できるようにするなど，生活の向上に資する，

住民に開かれた地域として活用を図っていき

ます。

目標３　海に開かれた臨海地域の資質を活か
し地域のイメージアップを図っていく

　今後土地の高度利用に合わせて，水際線の

開放，親水緑地の整備等によって，緑豊かな

水辺空間の形成をすすめていきます。

　また，防災機能の向上を図るとともに，ご

みの不法投棄や暴走行為を減らす等，地域の

イメージアップを図ります。

目標１ 新たな産業空間としての再整備を進める

○既存産業の高度化や新産業の創出に貢献で

きる新しい研究開発機能の集積を図り，鶴

見駅周辺の副都心としての機能強化や既成

市街地の再整備と連携し，新たな産業拠点

としての充実を図っていきます。

○海のまちの企業は環境マネジメントの導入

を推進し，環境負荷の低減や廃棄物の発生

抑制を徹底していきます。

○大都市に近接し，大規模な敷地が多い特徴

を活かして，都市活動を維持するリサイク

ル産業等の静脈系産業立地の検討をします。

○新しい産業拠点形成のために，広域的交通

インフラ（鉄道や道路等）の整備，既存の

道路体系の再編を検討し，これまでの袋小

路的道路の改善を目指します。

3.7　臨海地域

まちづくりの目標

実現の方向
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注1�演示施設
　6ページ参照。



目標２ 住民に開かれた地域としての活用を図
っていく
　　　　　　　　　　　　　　　
○産業拠点である海のまちを，住民の豊かで

うるおいのある生活を支える空間として位

置づけ，区民利用施設の整備や住民が気軽

に行きやすい交通環境を整えていきます。

また就業環境の改善を図るとともに，学校

をはじめ住民と交流する開かれた企業活動

の促進を図ります。

○末広町の横浜サイエンスフロンティア周辺

地区では，住民が利用しやすいように，歩

行者や自転車利用者が安心して移動でき，

地区内を回遊できるような環境を整備して

いきます。

目標３　海に開かれた臨海地域の資質を活か
し地域のイメージアップを図っていく
　　　　　　　　　　　　　　　

○鶴見川河口部では，親水性を高め，潤いの

ある水辺のプロムナードを整備します。

　また，海のまちの土地利用の再編が行なわ

れる場合は，水際線をできるだけ開放し，

水辺に近づいて景観を楽しめるような空間

の確保に努めます。

○地域全体の防災対策を進めるとともに，災

害時の物資搬入拠点としての機能整備を図

っていきます。

○鶴見線の機能強化や鶴見川を利用した水上

交通の導入など，川のまちや丘のまちとの

連携を強化するための交通基盤の整備を進

めていきます。
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